


世界のクマ クマ類の繁殖について

小原秀雄

ク..，. IJ. 、 ：I功勃9 （，のh’たりでは、 小E巴 I）的見かけのせいカ•l!f人

的1'1です。けれども、見かけとう比例とはカ•A. I Jl •はありませA。

ク？はそれ主りに1J:)f~i’loを仰った、 食1J~ tfjの l 倒です。

クマ IJ. 、 f.tl士1おiの・I•でM も大型ななカ、まで－4 0 ホ γ キ可クグ

マとアラスカヒグ？ととeちHカr：大きいカ・IJ.、Jl.!Hカごlょっ主 りし

てい4：いので、まだき的かねますが、体I企：lm • f.1; •f( 750kg n 
！・.という 大きちになるニと IJ.ti在カ・です。トラやライ オン肉体'f(

O)f点以上. 3 f舟にもなるといえ ま寸h‘ら、 lit大のttil:J1(jです。

fib物肉体つ Elよ、ゐ・♀ら－r’u,r，とi菜＜ I祖lf,f，していま－10 クマ

同大き 〈て←r九〈り していることも次のような点で’Eil；にl世If品

Lて，.ま寸。 ま’rそtLIJ.、・必tサ也}jて’σ3’l’i81ニi車Lてt‘ま 「。

体制が球刑に近いほど、 f-t>filのわり めいに J<1(1ifitが少な〈 て.f'i'

われる熱が少な 〈、冷よiこ〈〈主 りま十。そして．その球引が

大主いほどよいのです。とはいえ体的大Eさには また別町開通ば

がありま寸一。大主主体を動かす凶つ足の ）..；~ と 、それを,Jib カ・－ 1

のに ·1•1 寸ーι不ルギーを hli~：：－i－る 食物カ＂！！＇.·泌です。 大きなiキを引

か寸にIよ、それどけエネルギーが，.りますし、それを!fillかして

み品うだけの氏物のとリ人れとのIll!に、収支のパランスがとれ

ていなけれはなりません。クマ町大ささはrt?.!¥Wの主，，.でζ 的

，イランスカεと・うにカ‘と il.ているところてヘ・，i:まっていると t え

まLょう。品町小肥リの愛敏のある体つきは、 ーつは味型r，丘

寸’＜ i富山J；の しカ・たという hけです。

クマ町1臣がごく~かいのは、球明にな，ている体っさに.i3 し

たことでもあり、ネコのなカ・まのように、 日JU主主のではなト

たグ＞ I二，《ランスをとるグ）（こと’うして ιI~カ＇·！！＇.·憾な h11-C-’IJ.＇.：い

からといよるでしょう。：：＜－ .-，にクマがニ町大主な体になってい

ることは、雄氏刊と＇~＇係がありま』 。クマの巨体を総持するの

に、l士lfιだけによ hなければならないと寸ると．ク？の寸みカ・

にlよ大主なJカなどがた＜ ::<-A.いて、グマがそれを常食に Lて

いなければなりません。クマのt‘る糊pfrでは大主主ヘラ ジカや

アカ yカカ九ーますが、モれとても トラやライオンの「むところ

I ：• · るスイ平 ι ウやキリンには及びませAL 、れが少主いのて寸ー。

クマが垣Hミを4操作寸るにIJ.. ：~少ない大別動物を とらえるよ

りも、 T叶り Lどいに生八でも食べ』れる ｝jがIf和！なようて戸f。

」ι）jの梅林では快にIJ.1、の・），；がたくさ八・た ります。またH抑制lに

よって IJ.、サケ心；どかIllをさ h・のll'りま t。クマlよ、ニうい ヲ

ものを、次々と食べるむが〈』しゃ寸ーいので寸。そして冬には、

l三体にJti'えたntw；ニ冬でもりしてi勉寸’という hけです。

」t}jの針主主t~I林主とではまた、供，；；；林と IJ. 九がqて 、 ド引が

取り王立Hず、本町下IJ.-J さまがありま す。クマ lよ、そ町~r::r を

泊』J1).(1 1て；,r;!ll!J寸るには、 ltどよい大与さをして Lいま 1＇と

IJ. ＜白え、・•i·σ） • I •やや.l，を〈〈’りぬけるには }Jι ，！！＇.·‘まて・す。タ守

的臣｛本 IJ. 、大 ）Jσ）f.~ l:t.：.：，しめて Lいます。 ・11でいえば肥λ

て体的大きいクマも、すみかと〈ら Ljごりとによ ，て九カ＂・が

あります。そ れらをい〈つかの刊に分けよ 寸。 1 11:w •-1 ’ に IJ. 次の

よう 4；クマカ九・ます。

」仁何I也）jIこlよ、 '1'•11吋J』てヘそれt二i直し て 、 J己がオ ールのよう

tこ止〈〈、 f｛ょカrオ y ト-l: f ぺ＇7~fラ シ σ》よ i 1: u ＜主 ！，七オ., r 
，クグマカ九、ます。 「 l くて、珂 IJ. 小さ ＜ IE ／， と〈に｝,llh• < .本

ぃ，hと哨？の1也）jに寸むのl"jj!量した体つきで寸 。二れをンロクマ

ともレい .I'-t ヵヘ 「） l• クマ IJ. 力ナダσ》 1•41~i :11；に、アメリカグマ

的変何と Lて均一モードグマというのカ.，.ますかH「1熊のれは

イ勺車 、’Iで・t。

ニのアメリカグマlよ、色町変化がj>いタマで北アメ リカ大陸

に！ム＜ ,. ，.，，.、ンキノワグ7 くらいの大きさのクゥで寸。そのほ

か、 ，.，アメリ力的ア ンデスtこIJ.llJH：盈のような「1f是正ヵ＇＆＇iiこJうる小
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クマはII本でも一般的な動物で、動物園などで良〈飼育され

ておりますが、77頬の繁鎚は比較的むずかしく、 H本;lj'.：のγ

キノワグマやヒグ7でも、毎年繁fl；~ さ せてい る向；lま少ないので

す。クマ釘iの繁納が割合雑かしいのは、 w.，ーにおLグマに比Lて

｛干グマが大変小 さく 、このため妊娠しているのかどうか外部か

ら兄わけるのが不可能な車、 そしてffグマが小さいねlニnri;;nな

どの病気に弱い事、もう ーつは、織がFfを晴子fする為には暗い

般かな所で休眠状態に してやる 白1iが必安だからて’寸。 H I二冬II［~

／｛ をするクマでは冬眠状態の中で出産 し、冬眠しない.Itト~グ7で

も維はij(の穴の中で冬眠状態 となってm，草するとj,;~、ます。 熱

併，，~の77については良 〈 知］りま せんが、出産前後は しばらく

i－＇＼＇の中であまり動かず、併もあまり取らをいt主です。

ところで、クマ科 にはヒグマ属、ヒマラヤグマ柄、アメリカ

7ロクマ属、北極グマ属、ナ7ケグマ属、メ ガネグマ属の7つ

均成があり8種に分期されていますが、のぼりベつクマ牧均で

は全て北海i草i庄のヒグ7で1見（f 160~Jiほど飼育しています。 ｛也

のクマ類については良〈知りませんので、初、の飼育しているヒ

グマの例をお話しします。

1. ~~情。 発-rm日iは 4 nド旬から 7)i上旬jまでのIHlで、この

聞に雌は何度も交尾します。 x1~11.\'m1は比較的長〈、 15～30分

で時には lHキ間以上にもなる！］iが有ります。i子グマが成長して

~1初の発怖がflるのは、生後2 ：ド3 ヶ月日で、 もう繁両市能力が

有りますが、このif-で任娠することはあまり無〈、初産It4才

ぐらいからが多い憾です。

2. II'.店長。210～220「！ ぐらいの任娠期間の後、 I H～2円 i

旬ぐらいの/Illにll¥1慢します。ffは体if｛が300～600gほどしか無

I ＜、「lはまだ聞かず、f-1>毛は;Iii；邑生まれたl時にイTるものですが

毛の煉llffが11(;:れる時もまれではありません門このtl¥にifグマ

が小さいのに妊娠m11:riが長いのは、受納卵が子;o:.;i,i;11主にi"fl-1<す

る11:¥'JYJがお くれるねだと再えられています。 1l[fチ数は i～3頭

ですが，牧J坊で3~i'i’Eれた・Ji ！よ無く、 2頭がAU, j; < 60%で、

住吉 尚

5いノカ ネグマカ，， ，ま寸。熱－：：；のιのほど小別で、川II主が民的

になり t寸。もも同〈よ〈本にσ）ll'るのがマレ ーグマで京市iT

ジア にすみま t。 〆ス
そのほか、イ ン卜と七 1LIンにナマウ Yマカ，，‘ます。ニれlよ 司‘

l~·. イ l L・II¥と併がよ〈動〈ク？で、 Eが相lくてjい・のが行微で

-) 壬Lて!l!TジアにはII1、の1<I：までγキノワグマがすみま

す。 ヒマラヤグマも！”lじl'fiて’ t.

ヒグマ lよ＇·~も広〈；品－：：；と 1年－：；；休にすみますa 大小山々で、シ

リアヒクマ 1.1＇／キノワグマ＜ .：，いてヘ -}jアラスカヒグマはM

大町クマです。チベ J トのflっI.flBヒグマ． 」ιアメ リ力的，、イ

イU グマまでをト〈的て、全てを lつのも日とするか、い〈つ，，.

ドヲ〉け るかで•f· U' )jも隙々 ですが、＇＆＇－ J－るに茶色で大型的ヒグ

マが二II二＇I＂正恭には：＜ !.lられるのでーす。

さてクマ IJ.、f-1>をせhLなく：DIJかLなIJIら、 iiHlf主才却をんさ

，て〈らしていま寸。クマは ＂ににおーいにたよ，て ftべものを

似 しま寸カ‘句 、よ＜ l泊先を）j々につっこ Aだりします L、hL 

のうらをべったリと』也につけて内またで砂〈ので、!J;・ ~ Ji(, I与

をゆ r，てコミ カルです。Lカ・ L. じ，， CいにIJ.宇佐ft1'1oでlよ止、

りながι、基本的にlよftl何百Iですかh、鋭い月ーと強引・Jf＼を作っ

た強 ）Jなけもので、 Iιべ同れる,P)J物lよ逃がしませA。－f-y ：，.ス

があれ IJ. 大きなシカなどでも終いかカ＂J 止すし、）~JJ;J を科ニん

ででt1) ft l ‘ま寸。 !.11.l古代＞f（＼. 本σγk;. それに行1，＇＇.や却なと’M物J

ι •）.； ＜食べます。

uカ・ii肉食らし さで、7－.－ をIUJIつてはいけま せ八。 L九ろ

んどA~d.孟nXて’も、 i'Ul ~I な L 仁人1111 を専暑いませ入。その.＇.＇i.lJi.nX

とt，えlよ人Iii!をI主？...すると巧えるのはま九ヵrぃ’c・1・カ人人1111tー

はわかh ないjl~ らの匂主やおそれ、，；，：，な主lst的変化などむあり

ま・t。

グ7 が人ttllを襲 うと主に、死にまねするとよいというのは、

ウソです。 7マは，，~，勾を氏べるので、死にまねは役に注 ι ま せ

A。またクマIJ.において’照るのですから、 91'.九だようにな った

こと もhb りません。 h・l＇ヵ・に、抵抗して怒らせるよ り良いと

いうどけです。逃けるとき、身につけたいろいろの物を投げた

り、 シぺ Y などをすてる ）j：がまたしもて’しよう。

北海道のヒ グマIJ.、！It叫『1・のクマの中で特に＇.，＼が託、・もので

寸 。 f’~11 1IJ.よ＜ hカ‘リませんカサ克いた的て’Liうか。

~・ y キヲ 7 グ7やアラスカ ヒ グ守、ハイイログマやメガヰ、グ

マなど1.1、絶滅が心配されています。

I;:: （－栄葉大下車t段（財物戸）

） 

l Yi'iが40%の富IJ合です。

3. ’t長。この小さな ff グ7 ［ふこ•.；宝に生長 し 、 30n ほどで日

が聞き、このころから歩ける除になり、製グマのl仰の下からII'.

てきます。 ζのIIキJt!Jになると｛千グ7は、 ！日にlOOgi丘＜ lf-1-' ill 

がl1'lbllL、l年で出産時の10om-にも主ります。 しかし、 ffグマ

が小さいため、 ~iii炎な どの病気に弱〈、 仔グマの死亡ヰH;t :l百IJ

ほどで‘この内8百I］は’I：後10以内に死亡してしまいま－i-。

死亡広i凶のHi以上が肺炎ですが、これはll¥111111.¥'JUJが l-2 !l 

のMも＇itt、時JYJであると云うことにも即凶がIiり、 ，171:r,:内は、

O℃～0. 5℃ですが、1._,i:;い時にはー5℃以ドにもなります。

飼育しているク7 は、 J(-生のクマと民主 り、冬眠しませんが

飼育ドで繁地させるためには、雌グ7 を冬眠状態にしてやらね
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ばなりません。この為、秋から冬にかけて充分に栄養をつけて

やり、 12H下旬になったら産家に人れ、自耳を少くなくしていく

と、 ：P.1墜するクマは、冬眠状怒となり ます。この時広三iil;I:、n;i・

〈静かで、あまり広くない－＊が大事です。特にクマから外が大

き〈見え る警では、うまく 晴子Tしないt'Rです。 またWt:.のクマ

はf千をよく次のfドまて＇Pfll育すると云われてお•I） 、 ff生のff グ？

にと って 、 ~［大の敵は俄グマですので、 ll'. 11f. した年の袋、 雌グ

7fiiF.；常な発f肯があるにもかかわらず、ffをまもって、総グ7

をjftずけ4：いので、 l：年おきに｛子を包むと云われていますが、

飼育干のクマでは、 ~~N/WIのl庄町Iの 4 月下旬に親グマから仔を

取ってしまうため、毎年でも出産します。 fl.の1析で飼育してい

る77では、 5qq問つづけて出産 しでいる 77がl~i ます。 しか

し確実に繁舶させるHキは、 I ifおきに交尾させるのが良〈 、 I 

年交I起きせ~かった 7 －.－ を交尾させると、 100%繁殖に成功しま

す。

I見（£のぼりべつ77牧均には、11¥路年令になった錐グマが23

頚おり、この内3分の2が出産し、｛チグ7 の’t:1E事が7市11で、

山践した 77の6吉I］が2~.自のffを生みますので、大｛卒、 出J来年

令に（； った雌グマの数ほどの｛子グ7 が繁鮪しているわけです。

以上がのぼリベつ 77牧.11,\におけるヒグマのf91］ですが、~勉に

ついては、 ツキノワグマや．北極グマでも、そ れほど大きな~

はありませんが、 北陸7'7では、 親グマを四日i育する状態にする

為（~.ヒグマよ り以上に気をつけなければなら辛い燥です。

I l本で北側グ？の繁備に1iX.J)Jしないのは、一つには、クマが安

心して哨ft＇，＇！＇.来る ~1'：￥の研究が不足 しているのでは無いかと思

います。＇1＇・＜日本でも北側グマの繁納を成功させたいものです。

77牧J誌でも、 IIそ界中の77を集めて繁鱗させて兄たいと思っ

ていますが、まどそこまで手が回らず残念です。

（のぼりべつクマ牧均 ）

‘「寸吋~τ

表紙の写真説明

hニホングマ”

nmい毛におおわれていますが、胸のあたりにに-=tn':_nnn't.:1：… …グマと

もいわれます。

ー兄おとなしそうに兄えますが、気のきっぃ』;K;i'i~

4 です。
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“マレーグマ”

池の中に何か うつってい る よ ．ノ

わあーい顔がゆ がん でるよ ．〆

＿：；；で〆

この前か らや っと、皆さんにお 目見得してい

ます。イ中よ しなんだが時身 、けん かも します。

1月・ 2月動物園日記

1/28 .キソウマが仙絡をおこして治療を受けています。

29. かもしか闘でエ ランドのめすが、 妊織を して気の

}'r.っているめすオリ ック スに、ftiでひっかけら れ

てかな り大けがをしてし まいました。I その後、｛話

円の治療や百rn良どめの泌を飲ませて治療につとめ

ましたので、 2遡附ほどしてすっかりよくなりま

した。

センランが産卵しました。（2コ）いつもより約2
週間 も11!~り筆卵てい「。

30. 今冬2問自のニューカ yスJレのとEワクチンt.ll与を
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動助園グラフ
“クマ”

天王寺動物園には、現在クマ科が4極おり、

南園のくま放飼場で、愛姉をふりまいています。

シロクマ、マレーグマ、ニホ ングマ、エゾヒク

マで、そのー姿をご紹介しま す。

ー叫

’ 

“エゾヒグマ”

背中がかゆいや〆と立 ちあ が って、

壁でゴ リコ リ。

おぎよ うぎよくおすわりして、 お客

さんにお菓子をおね だ り。

1T ~ いました。

） 

－ーーー」・．． 

31. 欽fi;J中のフラミンゴの羽恨がはえそろってし まう

と、飛ひ’.'l'.すので点検し、 伸びたのは切ってやり

ました。

2/ l. サイの赤ちゃんが生ま れました。

母7・と もに元気ですが、llflj字しの状況をみるため、

夜間lの縦祭もしばらく がtける ことにしました。

2. 7 7ロギツオ、 2頭 が人図しま した。

トラのめす l頭が、動物父換として出闘しま した。

5 キソウマは、t台僚の事占果すっか りよくなりました。

ニホンザルの赤ち ゃんが生まれました。

シュパシコウ2羽が、動物交換のためよれ阻しまし

、r、 “シログマ”

冬は得意とばかり、つめたい水にザブリ

とダイビン グ。J

「イイ ー湯だなー」とい わんばかり。

ミロ

、．

1’・～。
7. 近畿プロ y ク の動物園獣医並びに飼＇f.J技術者の~Jf

究会が大阪で聞かれました。

10. オリ ックスの赤ちゃんが生まれましたが、時間が

たっても捕手Lせず、｛系を心配させでいます。 2月

に入って、雨続きの復いllが多〈、こんなう っと

うしい天気にも、かな り影響されているようです。

11. オリックスの赤ち 平んを人口哨育する ことになり

病院に引きとりました。

13. トコ ・ツ ーカン l羽かヲE亡 しました。

14.オシドリが巣に入つでいますので、滋卯するのを

泌しみにしています。

／ 

~·； 
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“ニホングマ”

アーア、 たいくつだなあ〆

狭い運動場ではあきちゃ った なあ／

相燥でもとろ うっ と〆

国
『

15. I 昨年、エチオピア固から万博 を記念してもら っ

たライオンは、すっかり大きくなり、はじめて交

I－€を確認しました。

16. 人工哨背中のオリ ックスの赤ちゃんは、人工哨育

I i組問、衰弱がひどく死亡しま した。

シュパシ コウの高い巣8つに、巣材を入れてや り

いつでも産卵できるように準備を してやりま した。

19. 25日の誕生のおひろめを前に、 サイの岩手ちゃんを

j1!!Ji)J織に出す予行総凶を行ないましたが、赤ち ゃ

んは、管戒心力。·i~！ ＜、なかなか出てきま・せんでした。



H
開“！
』副

． 
1/ 

「クマ」 に関する
調査報告の概要

山崎泰

はじめ に

円動ノ］くti~／JU~視の動物国ノjく族館ふj育下の「:7 "'Jについて

その実態 を 調 査 し、fl｛｛利46年 11丹、徳山市立動物闘でlifl

備された、第19回全国iii~医並びに飼育技術お研究会にち、

いて、w.11完結果を発表したがその概要をここに事ll告する。

前ti内手手 Ii、飼育頭数、餌、施設、王i'!i克、 個体、~？ ?t皇、

疾病、死亡につ いてであり 、前lfl：対 象Jtllrf:J(;I:、Uf{利1:35;1二

4トI1円～H召利45年 :3H:3!EIまでにわたる10ヶ年rmであ

りま寸‘。

内容

1.クマはどの位飼われているか。

第一次調査結果、日動ノド協力日盟の回答数52同館中、該

当ない園li"ti！立、わずか8闘 であり 、 :7－－＜の飼育は44凶館

(84.6%）という高いf:t＇.有率を示し、 これを悩ま(i)jl］に分け

ると 、ニホンツキノワグ7(43園 ）エ ゾヒグ7(34凶 ）と 大

変高い保有率て守的物也lのれー板的存在でも るこ とを示して

いる。 日本産のクマで入手が簡単であるどけでなく 、雑

食性が強 〈飼育が容易であり動作に愛婦 があるので鑑賞

価値が高いものと考え られる。

飼育頭数及び性別比は、s45年 3月31B現 ｛£ 230顕で

あ り、 i!)l;J育其IJ問 10ヶ年間平均 215.4頭と大型純食猷中最

も高い飼育数を示 し、締類別頭数も ①ニホンツキノワ

グマ、②エ ゾヒグマ、＠ホ yキョクグマ、 ④ 7 レー グマ

⑤ヒマラヤ グ7 のJI闘で多く飼育・され、このj順序が10ケ f下

関変化してい ないのも興味がある点である。i全日lj比 も10

ヶ年を通じ機雌（.f_!l.'/ii/'1-＜に飼育さ れ、＊がや、多数制'J':干

されているものと与えられる。

2.餌 に つ い て

餌 の種類は、対象同館が:7－，；，全極類に与えている餌と

して全部で36種類で、雑食性の強 さを示し、極知日1］には

ニホンツキノワグ7 が最も多く 30極て＼ヒマラヤグマが

10極 である。餌 の種類数を図館別にすると 4干虫類の自I（を

与え ている図館が28図（23.9%）で最も多く、 3種類の飢

が‘ 27図（23.16%）、5種類似が24闘（20.5% ）、 G 傾~｛餅

が15図 （12.8%）、 l樋鎖餌は 6(5.12%）となっている。

l日 l頭 当り給餌五ti立、総給餌量的にはク 7 全体 を通

じ 2.5kg～ 5kgが最も多く全体の40%を示しついで 5-

7. 5kg(23%）とな っている。 カロリ一的 には2000～5000

カロリ ーが最 も多く 35%、5000～8000カロリー33%で 、

傾類別には、ホ ッキョクグマがj詰も多〈 盆的平均8.66旬 、

カロリ 的 にも平士勾12.4 Calを示し、ニホ ンγキノ ワグ

マ（量 的平均4.92旬、カロリ ー的平均 6.2Cal ）の倍1止

を給長I（されている。ま た l「ll 顕当り 糞｛更11は、 τf- J:~J fril

でエゾヒグ72.98kg、ナマケグ72.86kg、ホ yキ ョクグ

72.64k臣、ニホンツキノワグ72.25kg、ヒマラヤグ71.25

旬、 マレーグ7l 17kgのIi闘で、 :7＂＇全体で2.04kgの誕使

比が示され、平均車：1併虫4.57kgのがJYfを示している。 給

問方法は、生で ’チえて いるか、ょ；：て与えている か組主f{)jlj

でその割合が巣り 、ナマケグマが系て与える餅 の比率67

%と 最も向く 、ホ ッ キョクグマは17%と J最も低〈、~／：の

員I（を多く与え られている結果がポされている 0 :7＂＇全体

では全く煮ない59岡（50%)-ffli煮 る41凶（35%）全部ぷる

18悶（15%）となり 、3'：く 煮 ない凶宮古と煮た虫！（を与える関

長官は対比 している。似の季節的変化があるのはニホンツ

キノワ グ7 にJ;く11図 、全く ないのはマレーグ7 、 ヒマ

ラヤグマ、アメ リカクロクマ、メガネグマであり 、ホ y

キ ョググマは3同だけあり、 17悶は変化なしを示し、ク

マ全体では変化会しが66悶（56%）あり が21図(17.8%）不

明協／31偉］（26.2%）であった。正；1自耳l!'I政は夕方 l回与える

閑館が多＜ 73悶（61.8%）、申IJI回 が23図(19.5%）、判タ

2回は18凶（15.3%）となって いる。 ただ、エゾヒグマは

25図 1/121園 がや；JJI同ラえるのでf也の 77とは民 った給 餌

H判出と なっている。定Jtll的絶食もfrわない園が多く全体

の76.2%だが、ホ ソキョクグ7に絶食が多く、 711に l

回が22図rJ・’8図で（37%）あった。添加物は、ホ ッキ ョク

グマに述i昨与えている悶館が22陰｜ι＇＂8凶（37%）と最も 多

〈、クマ全体ではりえていない図86図（7::l%)・,:;¥11キ＇j－え て

いる 7凶（5.8%），即時与えている15悶（12. 7%）である。

3 施設及び飼育現境

収容均所は、 1豆内 ー 屋外両.ff利J I~ が多 く 71国（ 70%に

その内夜間必らず寝室に収容する閣は30園館、 冬Jtllに寝

室 に収容する図は 6図館である。換気通風は運動場寝室

とも普通の闘が多 く60困（51%）を示 し、良い園長自は運動

場が48図（40%）であるが、 a自主では16園(13%）で寝室は

換1'til!iH立は良くないよう であっ た。

運動J:J;lの面積は 、 大~G/)77、 二L ゾヒ グマ、 ホ y キョ

クグマで50m'以上が多〈 、ニホ ン1キ ノワグ7 、7 レー

グマ、ヒマ ラヤグ7は、20m’が多＂ 。 どの極の 77も10

m'以下の運動場は認め られず、寝室の面積はどのクマも

5 m＇と 10m'が多く 中間のJl；さが認められないが、 7 レー

グマは 3- 5m＇、ホ yキョクグマは10m'を示している。

水槽 の面積 はホ y キョクグマが10ば である以斜、他のク

マはほとんど3m'以 Fが最も多い。本深はホ yキ ョクグ

マの11~話3. 5m 、 平助 1. 6mが111も深〈、クマ全体では平

吻75cmである。

1日平均平I］月1時 間中の平均日照時間は種類により多少

変化が見られ、クマ全体 では運動J功、冬WI4時間25分、

夏Jiil6時 間32分、続室は、冬Jtlj211寺問41分、夏Jtll2時 間

47分を示し巡動助の夏H月と冬期の差は約 21時間であるが

寝室は差がほとんどなし、

収容舎の方向（長』凶のプ］ ff•）と観客の見る方向 ） LI: クマの

極類によ り多少の変化を認めたが、運動湯寝室ーともi叫 IH

の方向は東西（ EN ）が段も多〈 観客が見る方向は1~1-lt

(S N）が多い。 た、つ良筆に個体が人舎した喝合見 られ な

い閣が24闘（21%）と多い数値を示している。

運動場、：盛室、水そうの利用時間は、夏JIHは どのクマ

もほとんど運動場を平！Jiilし平均 9時間11分で、冬は 8時

間29分 で ある。その反I白寝室の手l]fflは冬も夏も差が少〈

夏 15:50、冬15.28である。プールの利用は夏平均 1時

間5日分で冬J!Jlホ y キ ョク グマが最高 3時間利用する以外

は、平均37分ほどしか利用 しない状態 を示している。

飼育管恕につ いては、排水の良い収容舎が多く、全ク

マ舎 117中包囲 であり、 ft!使汚物処fl!!も97図 がノj吋先で処

£111 し 、土rt却が25闘、匁1£！~1訪を持つ悶がわずか21闘である。

収容舎の手I］点欠点は、欠点、ありは64図で中でもニホンツ

キノワグ7 舎の欠点はl止も多し」その内容の主なものは

秘室 、プーJレが狭い 5圏、換気採光 が惑い 3闘、；fj室内

のi困I本が兄られない 7圏、 シュー卜 が狭く操作図鰍 3闘、

などであり 、117闘中44闘が設、'r.1圭改造を行い36悶が 修正明

を行ってしゅ。 〆ノヂ
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キーノぞーのj!]}j告は作業自E京 とj在ド主l!.tにも限Hi7'があるが

II＇，人11111 I比大2.5m c Jr}小『110.5m T均 0.986mで約 lm

の通路が多く 、1n；』さは LSm がJli市で長f~0 . 7Sm 、 平均

l .68mである。態 のJド，人11の広さはエ プヒグマ 、ホ ッキ

ョクグマなど大引のク7 と、7 レーグマ、ニホン y キノ

ワグマなど小型のクマも［王、同じで全体的によI＇，人 I1111は

M山i. 66m 、 hを f~O . 5m 、手均 o.738mで出iさはMi高1.8m 

11i fl:¥: 0. 5m 、斗て士勾 0.938m を店三し、 Ii比i'iXO)J易イ干や、 j辺り

にくいシ ュー トカず多いよ うで‘ある。9付加IH止柄。泊汁まとん

どであ り泌を和l1-11 した悶館は、 117怯／ 1 1•29凶で、外柵と似

合の距離もエゾヒグ712.5m を最高に、5.5～ ！Omが[iiも

多 く1安全で見やすい状態 であるが恥短m；離の＂l'i勾 0.5m

γ 
物動物園ニュース

＊サイの赤ちゃん誕生

2月 I臼

の朝~園で

はじめてク

ローサイ σ〉劫ミ

ちゃん（め

す）カ勺三ま

れま した。

お4→Fイl主

吉年ち：nt、て

いてよく赤らや九のrfri倒をみ、 お平しも上手にあたえ てい

ま tので、十〈寸〈大主くなって います。

1,.,,tをしたサイ lよ7年前に入間 しました。 ぉ 『は、そ

れよ り°I"＇年前に入閣していまし た。 まだ、どちらもかわ

いいというぐらい小 さ力、ったのですが、 Lどいに立派に

成長し、 45年t（（には、ぼちぼち交尾がみかけ Hれ、ひょ

っとし たら劫ミち ゃん力作I：ま h るので、はとい -jJtlliヰを もた

せていました。サ イの椛版rnrn:1はがJ540 Rというなカ代、

LI れがか、 ります。流派でも した h大変と大事 に育 て 、

書ました。

2月25日には、 市 長を迎 えて政大に微量宮をし一般の入

園者に公llflしました。

なおク ロサイの/:l'.1'liは、神戸 F.f-!fi)J物凶で 3lnlあ りま

すが、サイ の出版はf会らしいのです。

は1芭険度が高いと忠 われる。 クマ舎全体の平均値は2.67

m を示 しているロ

似合の鉄材で鉄俸の間隔lik大 は 、ホ γキ ョクグ？ 15cm、

Jii小ニホン ツキノ ワグ＜ 3. 5cm、クマ舎全体のヤー均は7.8

cmである。濠の深 さは最大、ホ y キ ョクグ＜ 6m、I詰小

2mで平均は 3.5m、巾はiii大エ ゾヒグマ5 15m、最小

ヒマラヤグ＂＇ 1. 4m、平t勾 3.306m とな っている。

以上、 訓貨体1零，＿，＿，、必l育頭数、 館 、施設及び現墳につ

いてのみデー ター を列記した状態で、不充 分 ではあり ま

すが紙凶iの占11合 lて省略致 しました。 なお.1/.lj育内容 中、個

体、繁地、 疾病、死亡については、次の機会を得て報告

させて山一きます。

（愛媛県立道後動物 関 ）

I円16目、大阪サンパ ウロ姉妹都市協会が招待したて「

業実務研修’lo3 1『が米側さ れ、昨年、サ ンパウロカ・ら、

＇.！＇，凶 にl増Hれた、フサヰマキザルやY カンなどを兄て

しばし放郷を｛忠びました。

又、陪l内を一寸~し、施設が整師it さ れているのに感心し

ていました。

脅かわいいなあー 〆 トラの赤ち ゃん

トラの放飼場では、いつ もーr供 たちの喚声が上って い

ます。昨年10月初日 に生 ま れた 2磁のトラの赤 ιゃんは

今ち ょう どかわt川、さかりで、元気に広い放餅土坊をかけ

まわったり、じゃれあった り、 写 真ーのように、母親ト ラ

とねそべった りしていま す。

も らろん大人にも人気があり、 母線のこまやかな愛脊

ぶりゃいカ・めしい父親 トラは l •つ も迩店主がち に遼＜ I：す

わっていて、子供 にあま り）!i:ずかないな ど、人間にもあ

てはまる よ うな情景が児 句れほ 、え ま しい。
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鳥獣輸入

全国動物園水族館御用達

－医学実験用動物

・愛玩犬、猫直輸入

・宣伝用、テレビ用、貸動物

・教材用鳥獣剥製販売

・原色世界簸類図鑑（34種1枚もの）要郵便券150円・鳥獣価格表100円

有限会社吉 川 商 〈云
本社神戸市生田区中山手通三丁目二八番地 泡話 （078)22-8195・22-1517 
飼育場神戸市葺合区神仙寺通三丁目一番地 電話（078)24-3494 

イ
／ 

オイシサも－

品質も－

グーンとア ップ．／

クリ コジャ イアンツコ ー ン

・ハニラナ J Y チ J コレー ト

30円50円

マアリヨ？イスヲリ－h
江崎づ・，2株式会社


